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法規　令和 3年 2月期　A問題 

［１］　次の記述は、固定局の免許の申請について述べたものである。電波法（第６条）の規定に照らし、
＊＊＊ 内に入れるべき最も適切な字句の組合せを下の１から４までのうちから一つ選べ。

　　固定局の免許を受けようとする者は、申請書に、次の (1) から (8) までに掲げる事項を記載した
書類を添えて、総務大臣に提出しなければならない。

(1)　目的
(2)　＊Ａ＊
(3)　通信の相手方及び通信事項
(4)　無線設備の設置場所
(5)　電波の型式並びに ＊Ｂ＊ 及び空中線電力
(6)　希望する運用許容時間（運用することができる時間をいう。）
(7)　無線設備（電波法第３０条（安全施設）の規定により備え付けなければならない設備を含む。）
の工事設計及び ＊Ｃ＊

(8)　運用開始の予定期日
　Ａ　Ｂ　Ｃ
１　申請者が現に行っている業務の概要　　発射可能な周波数の範囲　　工事落成の予定期日
２　申請者が現に行っている業務の概要　　希望する周波数の範囲　　　工事費の支弁方法
３　開設を必要とする理由　　　　　　　　発射可能な周波数の範囲　　工事費の支弁方法
４　開設を必要とする理由　　　　　　　　希望する周波数の範囲　　　工事落成の予定期日

電波法

第六条（抜粋）　無線局の免許を受けようとする者は、申請書に、次に掲げる事項を記載した書類を
添えて、総務大臣に提出しなければならない。
一　目的
二　開設を必要とする理由
三　通信の相手方及び通信事項
四　無線設備の設置場所
五　電波の型式並びに希望する周波数の範囲及び空中線電力
六　希望する運用許容時間（運用することができる時間をいう。以下同じ。）
七　無線設備（第三十条及び第三十二条の規定により備え付けなければならない設備を含む。）の
工事設計及び工事落成の予定期日

八　運用開始の予定期日

解答・解説

　解答は４であり、それぞれの選択肢には下記参照条文より、
　　A：開設を必要とする理由
　　B：希望する周波数の範囲
　　C：工事落成の予定期日
　が入る。

A

B

C
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〔２〕 次の記述は、マイクロ波 (SHF) 帯による通信の一般的な特徴等について述べたものである。こ
のうち正しいものを下の番号から選べ。

１　超短波 (VHF) 帯の電波に比較して、地形、建造物及び降雨の影響が少ない。
２　自然雑音及び人工雑音の影響が大きく、良好な信号対雑音比 (S/N) の通信回線を構成すること
ができない。

３　アンテナの指向性を鋭くできるので、他の無線回線との混信を避けることが比較的容易である。
４　周波数が高くなるほど降雨による減衰が小さくなり、大容量の通信回線を安定に維持すること
が容易になる。

〔１〕 次の記述は、静止衛星を用いた衛星通信の特徴について述べたものである。 　　　内に入れる
べき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

(1)　静止衛星の　A　は、赤道上空にあり、静止衛星が地球を一周する公転周期は、地球の自転周
期と等しく、また、静止衛星は地球の自転の方向と　B　方向に周回している。

(2)　静止衛星から地表に到来する電波は極めて微弱であるため、静止衛星による衛星通信は、春分
と秋分のころに、地球局の受信アンテナビームの見通し線上から到来する　C　の影響を受ける
ことがある。

　　Ａ　　　　Ｂ　　　Ｃ
１　極軌道　　同一　　太陽雑音
２　極軌道　　同一　　空電雑音
３　極軌道　　逆　　　空電雑音
４　円軌道　　逆　　　空電雑音
５　円軌道　　同一　　太陽雑音

無線工学　令和３年 02月期　A問題

解答・解説

　正答は３であり、その他は誤りである。選択肢の正しい表記は以下の通り。
１　超短波 (VHF) 帯の電波に比較して、地形、建造物及び降雨の影響が大きい。
２　自然雑音及び人工雑音の影響が小さく、良好な信号対雑音比 (S/N) の通信回線を構成すること
ができる。

４　周波数が高くなるほど降雨による減衰が大きくなり、大容量の通信回線を安定に維持すること
が困難になる。

解答・解説

　正答は５であり、空欄にはそれぞれＡ：円軌道　Ｂ：同一　Ｃ：太陽雑音、が入る。空欄を埋めた設
問の記述は以下の通り。
(1)　静止衛星の円軌道は、赤道上空にあり、静止衛星が地球を一周する公転周期は、地球の自転周
期と等しく、また、静止衛星は地球の自転の方向と同一方向に周回している。

(2)　静止衛星から地表に到来する電波は極めて微弱であるため、静止衛星による衛星通信は、春分
と秋分のころに、地球局の受信アンテナビームの見通し線上から到来する太陽雑音の影響を受け
ることがある。

A
B

C
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< 指数篇 >
　数学的な厳密さよりも試験突破・現場で活用を目標としているので、表現や用語におか
しな部分を含むことを先に申し上げます。

漢数字で大きな数を表してみる

一、十、百、千、万、十万、百万、千万、一億、十億、百億、千億、一兆、十兆・・・
アラビア数字で表してみる
　　一  1
　　十  10
　　百  100
　　千  1000
　　万  10000
　　十万 100000
　　百万 1000000
　　千万 10000000
0 の数が多く、数え間違いが起こりやすい、計算も大変 ( 自分のお金は別 )

これを数学的に表すと

　　1 100   （10 の 0 乗）
　　10　101　  （10 の 1 乗）
　　100　102   （10 の 2 乗）
　　1000　103   （10 の 3 乗）
　　10000　104 　 （10 の 4 乗）
　　100000　105　  （10 の 5 乗）
　　1000000　106  （10 の 6 乗）
このような表し方を「指数」という ( 経済などで xx 指数というの と は別 モノ )

無線従事者 国家試験対策勉強会 講師

無線工学で使う
　　　指数・対数・デシベル

村山 豊繁
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出題傾向と対策

一陸特試験の傾向と勉強法

第一級陸上特殊無線技士　
                         無線工学　試験対策資料

※3時間 (180 分 ) で工学 24 問、法規 12 問の計 36 問を解かなければならない。1問あたり 5分

以内である。

※知見を広める意味からするとあらゆる無線通信に興味・関心を持つことはとても良いことだが、

まずは試験突破から。

※最初は歯が立たなくても構わない。参考書や解答を見ながらでもよいので通しで工学 24 問

と法規 12 問にトライ。

ポイント

ポイント

ポイント

<< 一陸特の試験問題出題スタイル >>
　無線工学の試験問題は 24 問が出題される。1問 5点、全問正解 ( 満点 ) で 120 点。合格
点は 75 点である (15 問正解で 75 点 )。
　※法規は 12 問で 1問 5点。全問正解 ( 満点 ) で 60 点。合格点は 40 点 (8 問正解 )。
　・科目合格はないので無線工学と法規が両方とも合格点に達していなければならない。
　・試験時間は 3時間 ( 免除無しの場合 ) で法規と工学の試験問題が配られて同時に実施
　される。

<< 試験対策一般 >>

例：
　・ 一陸特は超短波 (VHF) 帯以上の無線設備に対する資格であるから短波通信に関する
問題は出てこない。

　・ 一陸特は通信士ではないのでモールス通信に関するような法律は出てこない。

　1問を 5分以内に解かなければならないのでペース配分が重要。過去の問題 (3 回前か 4
回前がよい ) を解いてみて時間配分を研究しよう。

法規でも無線工学でも

一陸特の操作範囲から離れた問題は出てこない

無線従事者 国家試験対策勉強会 講師

村山 豊繁
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図１　使用した参考書類

　令和 2 年１０月期 第一級陸上特殊無線技士国家試験に合格いたしました JJ1MLQ です。
私は大学は機械工学科、その後キャラクターデザイン等を学び、電波とは殆ど無関係な場
所に在籍しておりました。関係があったとすれば、デザイン上の無線工学の図面等をトレ
スするなどの仕事に携わった程度でした。
　無線従事者資格というものを知ったのも５年ほど前で、資格取得は 2017 に第三級アマ
チュア無線技士を一般財団法人 日本アマチュア無線振興協会の e ラーニングで取得した
ことしかなく、本格的な試験挑戦は今回が初めてでした。今回は私が試験までに行ったこ

とを体験記として記載いたします。

国家試験と受験の決意と
　JJ1MLQ というところでお気づきの方もいるかもしれませんが、私は現在、電波教育協
会でこの書籍「無線従事者」の編集やデザインに携わっております。私自身、どこかで受
けなければならないと思っておりましたが、試験日が誕生日に重なるという事で受験を意
識し始めました。
　令和 2 年 8 月 3 日、それまで思い悩んでいたものを受験すると決意し申し込み、本格的
な受験勉強がスタートいたしました。期間は 2 か月と 2 週間ほど、相談した家族も私自身
も合格は不可能と感じてはいましたが、全力で戦うことにいたしました。

勉強の相棒
　試験に挑む身として一番重要な事は試験まで何をもって勉強するかという事と思いま
す。私は他分野の人間であった時間が長く、あるのは 3 アマの知識のみ。2 か月という時
間では基礎から学ぶことは不可能であると判断し、勉強の相棒として図 1 の参考書類を用
いることにしました。内容は以下になります。
　　やさしく学ぶ 第一級陸上特殊無線技士　
  吉村和昭 著　改訂 2版　オーム社

　　無線従事者国試対策・電波関係情報誌 無線従事者　
   　一般社団法人 電波教育協会

　　5年分の国家試験問題　（かき集めて印刷したもの）
　

無線従事者国家試験受験体験記

プロジェクト一陸特
―私はこうやって合格した―
令和 2年 10月期　第一級陸上特殊無線技士

JJ1MLQ 
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モールス通信　実践講座

　モールス符号はアメリカ人のサミエル・モールスが 1837 年に考案した符号です。 何度
かの変遷を経て、現在、使われている国際モールス符号は 1851 年に制定されています。モー
ルス符号は 有線通信及び無線通信で盛んに使用されてきました 。 通信技術の発展に伴い
徐々に姿を消してきましたが、現在も遠洋漁業無線やアマチュア無線等で使用されていま
す。
　ここでは、4 回シリーズとしてモールス通信について学習していきます。今後の予定は
次の通りです。
　　第１回　モール符号の覚え方
　　第２回　符号を打ってみよう
　　第３回　受信してみよう
　　第４回　実際の通信を聞いてみよう

第１回　モールス符号の覚え方
1. モールス符号

無線局運用規則別表第 1 号に定められている欧文 のモールス符号を表 1 、 和文のモール
ス符号を表 2 に示します。
モールス符号の構成は次のとおりです。
(1) モールス符号の 1長点の長さは 3短点に等しい
(2) 長点と長点又は短点との間隔は 1短点に等しい
(3) 2 符号の間隔は 3 短点に等しい
(4) 欧文の 2 語の間隔は 7 短点に等しい

第１回　モールス符号の覚え方

吉村  和昭


